第153回 画像電子学会理事会資料

                VMA研究委員会活動報告

                                                                2001-02-09

                                                                小町

1. 第6回VMA研究会

次のとおり開催した。

(1) 日時: 2001年1月26日(金) 13:00～17:00  

(2) 場所: ATR知能映像通信研究所 3FAB会議室

(3) 講演: 7件

  1. 心を持ったデジタルペット

  2. ぬいぐるみを用いた表現としての音楽生成の提案 

  3. 実体を持つPCエージェント「デスクトップマスコット」の提案と実装

  4. Cypher -ブロックで構築した仮想世界と実写との融合システム 

  5. ActiveCubeブロック組み立てによるリアルタイム3次元形状モデリングとインタラクション

  6. Muu: 社会的なつながりを指向するインタフェースの提案

  7. 日常活動型ロボット「ロボビー」: 表出を重視したヒューマンロボットインタフェース

(4) 参加者: 18名

(5) 収支: +13,000円(収入18,000円, 支出5,000円)

2. 2001年年次大会企画セション

次の計画を検討している。

(1) 日時と場所: 2001年6月22日 午後(14:30～17:30), 北海道大学

(2) テーマ: ブロードバンド時代のコンテンツ

(3) プログラム(案 ver.0126): -- 主担当 遠藤委員 --

  1. TV会議/電話システム NTTフェニックス通信網

    (カラオケボックスがマルチメディアスペースになる。)

  2. 光ソフトサービス関連(1-2件) NTT研究所

    (光時代のサービス/アプリケーション)

  3. 地図/景観情報の配信

  4. ギャラリー付対戦型ネットゲーム

  5. ブロードバンド時代の"携帯"とPDA

  6. その他(映像コンテンツ, 音楽配信など) 

3. AVシステム品質評価SG(AVQ-SG)

(1) 報告

VMA研究委員会の中に設置したAVシステム品質評価SGにおいて昨年3月から検討してきたAVシステム品質評価の内容は, 昨年7月の第5回VMA研究会で議論を公開し, さらにその成果を, IEC/TC100(マルチメディアのシステムと機器)に新作業課題(100/178/NP)として提案した。国際投票の結果, 

     "Quality assessment - Audio-video conferencing systems"

の課題として承認され, Project 62251が設けられた。

(2) 今後の予定

この国際動向を受けて, 当AVQ-SGは, 2～3名のメンバ追加を行い, 国内の対応グループとしてこれまでの活動を継続することとしたい。

  **** 理事会としての確認をお願いしたい。(これまでどおり, 費用の支援は不要。 会議室の提供をお願いしたい。) ****

4. 2002年30周年事業

次の計画を検討している。

(1) "画像電子博物館"をテーマとする1.5日規模のConferenceを開催する。(できれば年次大会の期間中(2002-06)に)

(2) 関連国際機関(CIDOCなど)の会議とのJointも検討する。(この場合は, その機関のスケジュールと調整する。)

(3) 講師の旅費, 宿泊費のサポートについて, 30周年委員会に問い合わせる。

(4) このConferenceの準備委員会を, VMA委員会の中ではなく, 学会の中に設立して準備活動を開始したい。

  **** 理事会としての承認をお願いしたい。****
